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ス
伝続のシーワージネス
ェーデンが誇る

クリレージングヨットファンなら誰でも憧れる、と言い切つても過言ではないのではないかと思われる
スウエーデンのホルベリレグラツシー。そのホルベルグラツシーに、実はワタクシ、今回初めて乗つてきました。
名艇であるらしいことは読んだり聞いたりしてはいても、どうしてもイメージすることができないでいた
ホルベルグラツシーでのセーリングを、ついに体験することができました。

レポート=西村―広 写真=矢部洋―
協力=出光マリンズ 三河御津マリーナ

中立の立場でインプレッション
スウェーデンをクルマで走っているとき

に、遠くからその造船所の件まいを目にし

たり、いろんな国のマリーナに肪われてい

るいくつかのモデルを眺めたりしたことは

あっても、実は、恥ずかしいことに、ホルベ

ルグラッシーが造ったヨットの船体に手を

触れ、コクビットに座り、船内をくまなく見て

回るのは、今回が初めてのことだった。そ

の名声を、クルージングヨットファンの方々

から聞かされたり、クルージングの専門誌

で読んだりしてはいても、実物に乗ってし

真の風を真横90度から受けてのリーチング。全長
1132m、 水面からのマスト高さ1675m、 ジブ+メ
インセール面積691m2。 デッキと船体は独立発砲
体のディビニセルをコア材とするサンドイッチ構造

げしげと観察する機会に恵まれないまま

でいた。

この造船所が造るヨット|こ関する話を

聞いたり読んだりすることで、かなり本格

的な造り込みで造られた、シーワージネス

(堪航性)にも優れ、実際のオーナーたち

からも高く評価されているヨットらしい、と

いう認識を持つに至ってはいたものの、

その一方で、マニアックな木使いを強調

する、何社かある高価重厚型ヨットブラン

ドの一つにすぎないのではないか?ホル

ベルグラッシーだの、HRだのと、ちょっと特

別扱いしすぎじゃないか?という、少し斜

に構えたような、さめた態度を取っていた

ことも事実だ。

だから今回の試乗に際しても、このブラ

ンドに惚れ込んでしまっているホルベルグ

ラッシーファンの皆さんとは一線を画した

中立の立場での判断基準を保持して、こ

れまでに乗った同様のタイプの艇での

セーリングインプレッションと比較しつつ、

無垢な目でこの艇を見て、また、海の上で

セーリングフィールを試すことに努めた。

そうして、ホルベルグラッシー37の試乗

を終えた今、ホルベルグラッシーというヨッ

トに対する私なりのインプレッションを、以

下、結論から先に申し上げます。

百聞は一見にしかず、でありました。ホ

ルベルグラッシーというヨットと、それを造っ

ている造船所に対してワタクシがこれま

で取ってきた、斜に構えた態度は間違っ

ておりました。ごめんなさい。脱帽します。

ホルベルグラッシーが、なぜ多くのク

ルージングボートファンの皆さんから特別

の存在として認められているのか、それ

を所有することの喜びを熱く語る人たち

がなぜ多いのかを、今回の試乗によって

初めて理解することができた。今回乗っ

た37以外のモデルにも乗れる機会があ

ればぜひ乗って、もっともっとホルベルグ

ラッシーというヨットのことを詳しく知りたい

し、次にこの造船所の近く|こ行く機会が

あれば、絶対に訪問して、このヨットが造

られていく様子を見学したいと思うよう|こ

なった。

「オJレスト島型」の

質実剛健なイメージ
ホルベルグラッシーといっメーカーにつ

いては、Kazi誌 2013年 2月号の連載「海

のブランド物語」に詳しいので、そちらを

参照していただきたいが、その記事の中

にもあるように、1972年に創業してから現

在までに8,900隻余りを建造してきた歴史

と実績を持つメーカーである。現在生産

している10モデルのうち、六つがセンター

コクビットモデルで、今回試乗したホルベ

ルグラッシー37は、それらセンターコクビッ

トモデルの最月ヽ艇でもある。

三河湾東奥の出光マリンズ 三河御津

マリーナの桟橋に係留されているホルベ

ルグラッシー 371こ、歩いて接近。浮かん

第60回

西村―広 (にしむら・かずひろ)プ ロセーラー/セーリングコンサルタント。有限会社コンパスコース主宰。www cOmpaSs― course com
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こわもてのイメージが強い船型と、軽
やかでスピード豊かなセーリングのミス

マッチ?な写真。軽荷重量75トン
の中に、バラスト重量が32トンも含ま

れる。1榊冨は355m、 吃水190m
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でいる姿は、特に押し出しが強いわけで

はないが、いかにもフレールの設計らしい、

流行に左右されない落ち着いたスタイリン

グ。スウェーデンのオルスト島にある、ほか

のいくつかのブランドのモデルとも共通し

た、「オルスト島型」とでも呼びたいような、

華美になりすぎることをあえて嫌ったと思

える、真面日、かつ質実剛健なイメージ。

まずはデッキとコクピットを見学。

メインをマストにファーリングするシステ

ムで、マストとブームはセルデン。ジブ

フアーラーはFURLEXの 300S。 ウインチ、

ブロック、ハッチ、ステアリングシステムは

リューマー。ジャマーはスピンロック。マス

トの前と後ろに三つあるデッキハッチは、

昨今流行のフラッシユマウントではなく、普

及型タイプのハッチが使われている。アン

カー用ウインドラス (リューマー)も、デッキ

下を二重底にして隠すのではなく、デッキ

上に設置されている。デッキ下にウインド

ラスを隠すと、バウデッキをスッキリと見せ

ることには貢献するが、実際問題としてウ

インドラスが常に湿気の中に置かれるた

め、定期的にハッチを開けてウインドラス

を乾燥・整備しておかないと、錆び付き

や電気部品に不具合が発生しやすくなり、

上 :前ページと同じ走りを横から撮影し

た写真。最近のプロダクションクルージ

ングヨットの間で流行しているボリュー

ムたっぷりの船型とは完璧に異なる、

シャープな船型と低いフリーボード。ドッ

グハウスに高さとボリュームを持たせ

ることで、メインサルーンのヘッドルーム

(192m)と容積を確保している
左 :船底は少し汚れているが、それを

ものともせずに力強く風上に上ってい

く。センターコクピットでの操船はごきげ

ん。ドジャーの中に入ると風も入ってこ

ず、視界も良好。マストファーリングのメ

インセールには縦方向にフルバテンが

入り、リーチローチを確保している

肝心なとき0こ作動しないトラブルも起きや

すくなる。オルスト島の造船所で造られる

ヨットに共通の、見栄えよりも実用重視の

哲学をこの艇でも見ることができる。

分厚いチークをふんだんに使ったブル

ヮーク、コンパニオンウェイ両サイドにナビ

ゲーション作業にも使えそうなダッシュ

ボード(無塗装のチーク材 )、 コクビット

コーミング内領1に小物入れ、強化ガラス

製の風防、ドジャーに付けた安心感のあ

るハンドレール……。入念に手を掛けた、

いい造りである。ただ、ここまでの部分は、

ほかのオルスト島のメーカーの艇ととても

共通していて、違いを発見できない。

コクビットフロアの前半部のテーク材は

すのこ状に組まれている。これは、ほかの

オルスト島メーカーの艇には見られなかっ

たもの。コンパニオンウェイに出入りする際

の足元の水はけを良くするのが目的かも

しれないが、その目的だけにしては、その

部分のコクピット床を二重構造にするなど、

手の込んだことをするなあ、と考えていた

ら、艇を案内してくれていたホルベルグラッ

シーの日本総輸入元、グローバルマリンの

村上社長が、その疑間に答えてくれた。

村上社長によれば、ホルベルグラッシー

が造る艇はすべて、エンジンを最後に載

せるのだといっ。ほとんどのメーカーでは、

ヨットが完成してからエンジンを据え付け

るのでは作業が大変面倒なことになるの

で、エンジンとドライブを載せるのはデッキ

をかぶせる前のタイミングであることはも

ちろん、モールドから船体を抜いて船内

構造を作り始める工程の、ほとんど最初

に据え付けてしまうことが多い。ホルベル

グラッシーが、工程上の面倒を知りながら

デッキを載せた後にエンジンを載せるの

は、エンジンを降ろす必要が発生したとき

に降ろしやすい構造にしておくためなの

だという。コクビットフロアが取り外し可能

なチーク製すのこになっている部分の下

にはエンジンがある。すのこの下のFRP

部分を外してエンジンを吊り上げられる

構造にすることが、この二重底のコクビッ

トフロアの主たる目的だというのだ。20～

「守られている」という安心感をもたらすセンターコクピット。直線と緩い曲線とを組み合わせた北欧のデザイン。写
真手前に見えているのは、アフトキャビンのスカイライトを兼ねたハッチ
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Kazu胴ョ魏終

サイドデッキとドングハウス。セーリング時の移動に

は、強化ガラスをはめ込んだ風防のサイドに取り付

けられたハンドレールが重宝する。風防の前面窓は

開閉式。ドジャー越しの前方視界も良好

30年先に必要になるかもしれない作業

のことを考えに入れて艇の構造を決める。

ホルベルグラッシーといっメーカーの、ヨッ

ト造りに対する姿勢を見たと思った。

このことを知ってからは、この艇の細部

にも目を凝らすようになった。コンパニオン

ウェイのスライドハッチの指掛けのリセス

部分は削り出し、オプションのカップホル

ダーも無垢材からの削り出し、コンパニオ

ンウェイのコンパクトな階段は、デッキ

シューズで踏むステップ部は無塗装の

チーク材、手すりを兼ねたステップ枠は半

光沢塗装で仕上げられたマホガニー。ス

テップも手すりも、曲線で美しくデザインさ

れ、実用と意匠にこだわっている。

伝続に則つた船内レイアウト

船内の木工は、マホガニー。ホルベル

グラッシーで使われるマホガニーは、アフ

リカ象牙海岸産の原木を乾燥させる段

階から、工場の敷地内で管理・加工され

ているのだといっ。

そのマホガニーを、きめの細かい半光

沢塗装で仕上げた木工で統一されてい

るメインサルーンを見て回る。大時化のと

きにも体をホールドできて作業性の良さそ

うなギャレーと、大きな面積のテーブルが

備えられた本格的なナビスペースに目を

奪われる。両舷のセティーの長さは2m

(右舷側)と 1.8m(左舷側)あって、背当

て部分を上に上げると、十分な幅を持つ

本格的な寝台にもなる。ギャレー以外の

部分のフロアは、ホックで固定されたカー

ペットが敷き詰められている。それなので、

試乗艇の床板をめくって床下を確認する

ことは遠慮したが、図面によれば、床下と

キール上部との間には深めのビルジだま

りがあって、多少ビルジがたまってもフロア

ボードの上ににじみ出てこないよう考えら

れている。外洋の波に揉まれながら走る

クルージング艇には必要不可欠の設計と

構造である。

フォクスルのバースは、かなり高い位置

にある。これはバウの断面形状が水線に

向かってシャープに絞り込まれているた

めで、広いベッド面積を確保するために

は高くせざるを得ないのだと思われる。し

かし、船首が吃水面でシャープなこの船

型なくしては、外洋の風浪の中で力強く、

かつ乗り心地よく走ると評判のホルベル

グラッシーの荒天性能を生み出すことは

できない。荒天での快適な乗り心地を優

先させるか、あるいはフォクスルにも広い

居住空間を持たせることを優先させるか。

ホルベルグラッシーといっメーカーが、どん

なクルージングヨットを世に送り出そうとし

ているのかが、ここでも見えた気がした。

メインサルーンから右舷側の廊下を

左上 :大きな容量のチェーンロッカー。チェーンはステム部吃水線近くまで落とし込まれる。チェーンロッカーとフォ

クスルを仕切る壁は水密隔壁として機能する

左下 :後ろのプープデッキ下のわずかな空間を生かして、肪いロープ用の物入れが

右 :バウデッキから後ろを見る。大きな容積のドッグハウスだが、違和感なくデッキに収まっている。手前のハッチ

はフォクスルの明か
'り

取
'り

と通風用。マストの前のハッチはトイレ&シャワールームの明かり取り。中が見えないよう

半透明のアクリル板がはめ込まれている。マストはオンデッキ

ンは、多くの北欧のヨットに共通して見られる。ちょっとサングラスや眼鏡を置いたり、オートパイロットのリモコンを

置いたり、雨に濡れないようコーヒーを置いたり、意外とありがたいスペースである

右 :リューマーのステアリングペデスタルとホイール。このホイールに手を置いたまま、後ろを向いてメインシートとト

ラベラーを操作することができる。ベデスタルの左側面に、航海灯を含むすべてのスイッチがそろい、ワッチ中に

船内まで操作しに行く必要がないよう配慮されている
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マホガニーで美しく作り込まれたメインサルーンと、奥に見えるフォクスル。手前左舷側にギャレー、右舷側にナビ

ゲーションスペース。大型のポートライトと、天丼のハッチから自然光がたっぷ|りと入り、昼間はとても明るい空間に

なっている

右舷側セティーのソファバージョン(左 )と、背当てを上げたベッドバージョン(右 )。 背当ての裏に読書灯まで付い

ていることに注目。左舷側も同じ仕推卜けになっている

本格的な大きさのチャートテーブルを備えたナビスペース。購入後も電装品の追加配線がやりやすいように、ス

イッチパネルの裏側 (右 )は、コネクター類がこんな感じで美しくレイアウトされている

通ってアクセスするアフトキャビンは、この

ホルベルグラッシー37の船内でも出色の

空間だ。昨今流行のこのサイズのプロダ

クション艇では、オーナーズルームという

か主寝室をフォクスルに設定しているモ

デルが多い。しかし本来、フォクスルは船

の中でも最も揺れが大きく、そのため昔の

帆船では、ビフォーマストは下級船員にあ

て力`われる場所であり、船長やゲストなど

の要人の居室は、揺れが少ない船体の

後ろに設えられるのが伝統だった。ホル

ベルグラッシー37の 主寝室は、伝統に

則って、船の中で最も乗り心地がいいそ

の位置にある。ダブルバースとシングル

バースが一つずつと、その間にクッション

付きのベンチ、そして大きな収容スペース。

しかもセンターコクピットであるためヘッド

ルームも十分で、開閉のできるスカイライト

とポート、はめ込みの船尾側窓によって採

光も通風も申し分ない。

アフトキャビンとメインサルーンをつなぐ

廊下には、二つに分割されたワードロー

ブがあり、そのうちの一つは、濡れたカッ

パを干せるよう、床はすのこになっている。

船内でもう一つ特筆すべきは、「広

大Jと表現してもいいエンジンルーム。実

際のメインテナンスも楽だろうし、洋上で

大掛かりな作業もできそうだ。

燃料340リットル、清水400リットルの大

容量のタンクは、航海中の艇のモーション

と性能を阻害しないよう、フィンキールの

真上の床下に設置されている。
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大きくて、明るくて、快適で、プライバシー度の高い

アフトキャビン。センターコクピット艇ならではの空間。
バースの上に座っても、まだこれだけのヘッドルーム

がある

フォクスル。日本人にはベッドによじ登るようなイメー

ジの高さだが、眠る分にはヘッドルームは+分。たっ
ぷりとした収納スペース。ベッド下に、オプション設

定のバウスラスター

船内にはヒーターが標準で装備され

る。結露に悩まされる寒冷地では不可欠

の装備だが、日本の北国はもちろん、その

ほかの地域でも冬には重宝する装備だ

と思う。温水器も標準仕様である。

軽～中風域でのセーリング
この艇が2隻目のホルベルグラッシーに

なるSオーナーが、バウスラスターを操作

して、巧みに桟橋を離れて、出港。

出光マリンズ 三河御津マリーナの沖

に出ると北北東の風、平均風速は8～ 9

ktほど。最も強いパフで、12ktあるかな

いか。一般的な重厚タイプのクルージン

グヨットが最も苦手とするセーリングコン

ディションである。正直言うと、マストファー

リングのメインを開き、ジブのファーリングを

開きつつ、この風ではこの艇でのセーリン

グを楽しむことは無理だろうな、とあきらめ

ていた。

ところが。

真の風を真横から受ける方向に船首

を向けて走り始め、2枚のセールをそれに

合わせてセットすると、予想を超える軽や

かさで艇が走り始める。センターコクピッ

トの中で舵を取っているので日の高さは



コンパニオンウェイのスライドハッチの手旨掛けも、無
垢材をくりぬくという手の掛けよう。すべての細部に
まで、船造りにこだわりを持つ造船所だと見た

海面から遠い。しかし、その艇が伸びや

かにセーリングしているかどうかを感じ取

ることくらいは、一応レーシングセーラーと

してできる自信はある。メーカーが提供し

ているこの艇のポーラーダイアグラムを超

えるスピードを速度計が示しているのは、

試乗艇の積載能力にまだまだ余裕があ

ることのサインでもあるのだろう。

次に、ジブのフットをサイドステイに強く

当て、ブームをセンターラインまで上げて、

真面ロモードのクローズホールドを走って

みる。ポーラーダイアグラムから導かれる

ターゲットスピードよりもほんの少し低いス

ピードだが、キールの真上の床下に設置

されている合計 740リットルの軽油と清水

のタンクを満タンにして復原力を増したら、

クローズホールドに関しては性能がもっと

上がるはずだから、このスピードにも納得

がいく。しかし、それよりも何よりも、ラダー

を介して感じることができるセーリング

フィールが、素晴らしいのである。ほとん

どまったく期待していなかったこともあって、

この日の試乗では、このコンディションでの

ホルベルグラッシーのこのセーリング′隆能

が、最も印象に残ることになった。

このサイズの艇として|ま驚愕 (きょうがく)の、大きな
エンジンルームに入ってみる。オプションで発電機

を備え付ける場合は、ワタクシが入り込んでいる空

間に設置することになる

これまで日本のクルージングボートファ

ンの皆さんからホルベルグラッシー賛歌を

聞いていて、ほとんど話題に上がってこな

いのが、セーリング性能についてだった。

時化た海では本当に信頼感がある、とい

うようなお話はよく耳にしてきた。しかし正

直言ってそれはホルベルグラッシー以外

の、伝統型船型のプロダクション艇の多く

も備えているものであって、そこに驚いて

いるだけでは逆にホルベルグラッシーに

失ネLなのでは?とひそかに思っていた。

それなので、軽風下にもかかわらずホル

ベルグラッシー37のセーリング性能を肌

で感じることができたのは、この日の試乗

での大きな収穫で、このことを一番に読

者の皆さんにお伝えしたいと思う。ファ

ン・トゥー・セール、つまリセーリングする

喜びを乗っている人に感じさせることがで

きるか否かは、セーリングヨットを評価する

要件の中でもかなり高位に置かなければ

ならない、という持論を持つワタクシとして

は、このファクターにおいてもホルベルグ

ラッシー37に高得点を付けたいと思う。

*

ホルベルグラッシー37は、サイズからす

るととても高価なヨットです。艇購入のた

めの予算があって、その予算の中ででき

るだけ大きいサイズのヨットを購入したい

という価値基準を持っていらっしゃる方に

は、このヨットはおすすめできないかもしれ

ません。ただ、高価なヨットの中にも、その

価格に値する造りと性能を持つヨットと、

残念ながらそうではないヨットとがありま

す。ホルベルグラッシー37は、完璧に前

者に加わるヨットだと思います。

寒冷地を含む本格的な長距離クルー

ジングに出る計画か夢をお持ちであり、時

間的にも距離的にもそのヨットに長く乗ろ

うと考えていらっしゃる方にとっては、ホル

ベルグラッシー37は購入を検討する価値

のある、本当の意味でのコストパフォーマ

ンスに優れたヨットではないかと、ワタクシ

には思えました。

■全長 :1132m ■水線長 :1020m
■全幅 :355m ■吃水 :190m
■排水量 :75トン ■バラスト:32ト ン
■マスト高 (水面上):1675m
■セール面積 メインセール :364m2

ファーリングジェノア :41m2

ワーキングジブ:327m2
■清水タンク:400リットル

■燃料タンク:340リ ントル ■エンジン:ボルボベンタ D2‐ 55(55馬 力)
■機走速度 :8 0kt ■設計 :German Frers ■標準騰装価格 (日本渡し):45,000,000円
※価格は2013年 3月現在。 1スウェーデンクローナ=約 15円の場合。

グローノウレマリン
〒663‐ 3225兵庫県西宮市今津西浜町 2‐ 16今津ボートセンター3F
TEL:0798‐ 34‐ 7345 http://www.globa卜 marine co jp/

Kazu騨碓写潔
このときの風速は8～ 9ktほどだ
が、オートパイロットに任せてしまう

のがもったいないような、ご機嫌な

クローズホールド

問い合わせ
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